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過
去
三
年
間
で
四
人
に
一
人
が
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
不
調
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
―
―

こ
ん
な
結
果
が
、「
第
二
回
日
本
人
の
就
業
実

態
に
関
す
る
総
合
調
査
」
の
特
別
テ
ー
マ
調

査
か
ら
わ
か
っ
た
。
調
査
対
象
は
、
前
項
で

紹
介
し
た
基
礎
調
査
項
目
と
同
様
に
、
住
民

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
満
二
〇

歳
か
ら
六
五
歳
の
男
女
八
〇
〇
〇
人
、
四
五

七
三
人
の
回
答
を
得
て
い
る
。
以
下
、
調
査

結
果
を
紹
介
す
る
。

　
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
の
状
況
に
つ
い
て
、

過
去
三
年
間
で
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
や
る
気

が
起
き
な
い
な
ど
の
精
神
的
な
不
調
（
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
不
調
）
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
不
調
を

感
じ
た
こ
と
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
が
、

二
五
・
七
％
と
四
分
の
一
を
占
め
、「
な
い
」

と
す
る
人
は
七
一
・
六
％
だ
っ
た
（
図
表
１
、

無
業
者
を
含
む
全
数
）。
男
女
・
年
代
別
に

み
る
と
、
女
性
二
〇
代
で
「
あ
る
」
と
答
え

た
割
合
が
三
九
・
八
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

次
い
で
、
女
性
三
〇
代
（
三
〇
・
七
％
）、

女
性
四
〇
代
（
三
〇
・
七
％
）、
女
性
五
〇

代
（
二
七
・
九
％
）、
男
性
三
〇
代
（
二
七
・

三
％
）、
男
性
二
〇
代
（
二
六
・
四
％
）
の

順
（
図
表
２
）。
女
性
の
若
い
層
で
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
不
調
を
感
じ
る
人
の
割
合
が
高

い
よ
う
だ
。

正
規
従
業
員
と
派
遣
労
働
者
で 

高
い
割
合

　

現
在
、
仕
事
を
し
て
い
る
「
就
業
者
」
を

抜
き
だ
す
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
不
調
を

感
じ
た
こ
と
が
「
あ
る
」
割
合
は
二
五
・
八
％
、

「
な
い
」
は
七
一
・
二
％
。
こ
れ
を
産
業
別

に
み
る
と
、「
鉱
業
、採
石
業
、砂
利
採
取
業
」

（
四
〇
・
〇
％
）、「
医
療
、福
祉
」（
三
六
・
〇
％
）、

「
金
融
業
、
保
険
業
」（
三
三
・
一
％
）、「
情

報
通
信
業
」（
二
九
・
二
％
）
な
ど
で
、
全
体

計
よ
り
も
不
調
を
感
じ
た
割
合
が
高
い
の
が

目
立
つ
（
図
表
３
）。
就
業
形
態
別
に
不
調

を
感
じ
た
割
合
を
み
る
と
、
正
規
従
業
員
で

二
九
・
二
％
、
派
遣
労
働
者
が
二
八
・
〇
％
、

契
約
社
員
で
二
七
・
二
％
で
、
全
体
計
（
二

五
・
八
％
）を
上
回
っ
て
い
る
。そ
の
他
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
で
二
四
・
五
％
、
ア
ル
バ
イ
ト

が
二
三
・
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

４
）。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
な
っ
た
と

き
の
就
業
形
態
（
働
い
て
い
た
者
の
み
）
で

は
、
六
五
・
五
％
の
人
が
正
規
従
業
員
で
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
一
四
・
五
％
、
契
約
社

員
が
五
・
四
％
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
四
・
七
％
、

自
営
業
・
自
由
業
が
二
・
六
％
、
派
遣
労
働

者
が
二
・
三
％
、
経
営
者
・
役
員
が
二
・
三
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
就

業
形
態
の
構
成
比
と
比
べ
て
、
正
規
従
業
員

で
若
干
高
め
に
な
っ
て
お
り
、
自
営
業
・
自

由
業
で
は
低
め
に
出
て
い
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
発
生
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
労

働
時
間
だ
。
そ
こ
で
、
一
週
間
の
総
労
働
時

間
と
の
関
係
を
み
る
と
、「
九
〇
時
間
以
上
」

で
不
調
を
感
じ
た
割
合
が
三
七
・
五
％
と

も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
「
七
〇
～
七
九
時

間
」
で
三
〇
・
四
％
な
ど
、
長
時
間
労
働
を

し
て
い
る
人
で
、
全
体
計
（
二
五
・
八
％
）

の
割
合
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
の
が
目
立

つ
（
図
表
５
）。
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図表 1　過去 3 年間のメンタルヘルス不調の経験（n=4573）
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図表２　メンタルヘルス不調経験の有無（性・年代別）

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
情

―
―
第
二
回
日
本
人
の
就
業
実
態
に
関
す
る
総
合
調
査　

特
別
テ
ー
マ

過
去
三
年
で
四
人
に
一
人
が
メ
ン
タ
ル
不
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不
調
を
感
じ
た
人
の
約
二
割
は 

通
院
治
療
が
必
要

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
不
調
を
感
じ
た
人
と

は
非
常
に
大
ま
か
な
問
い
だ
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
程
度
の
不
調
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

不
調
を
感
じ
た
人
（
無
業
者
含
む
全
数
）
の

う
ち
、
大
多
数
の
七
六
・
五
％
は
「
通
院
治

療
な
し
で
も
、
日
常
生
活
を
送
れ
る
状
態
」

で
、「
通
院
治
療
し
な
が
ら
な
ら
、
日
常
生
活

を
送
れ
る
状
態
」
な
の
が
一
六
・
二
％
、「
通

院
治
療
し
な
が
ら
で
も
、
日
常
生
活
を
送
る

の
が
困
難
な
状
態
」だ
と
い
う
の
が
三
・
三
％

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
調
を
感
じ
た

人
の
二
割
程
度
で
通
院
治
療
が
必
要
な
状
態

だ
（
図
表
６
）。

　

不
調
の
期
間
に
つ
い
て
は
、「
半
年
未
満
」

が
四
六
・
四
％
と
半
数
近
く
を
占
め
、
次
い

で
「
三
年
以
上
」（
一
九
・
五
％
）、「
半
年
以

上
一
年
未
満
」（
一
八
・
三
％
）、「
一
年
以
上

二
年
未
満
」（
八
・
七
％
）、「
二
年
以
上
三
年

未
満
」（
六
・
〇
％
）
の
順
。
六
割
強
が
一
年

未
満
と
比
較
的
短
期
で
あ
る
一
方
、「
三
年
以

上
」
が
約
二
割
と
な
っ
て
お
り
、
短
い
不
調

期
間
で
回
復
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
悪
化

す
る
と
長
期
化
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
よ

う
だ
（
図
表
７
）。
そ
こ
で
、
不
調
の
程
度

別
に
不
調
期
間
を
み
る
と
、「
通
院
治
療
な
し

で
も
、
日
常
生
活
を
送
れ
る
」
で
は
「
半
年

未
満
」
と
す
る
人
が
五
四
・
二
％
と
過
半
数

を
占
め
る
一
方
、「
通
院
治
療
し
な
が
ら
な
ら
、

日
常
生
活
を
送
れ
る
」「
通
院
治
療
し
な
が
ら

で
も
、
日
常
生
活
を
送
る
の
が
困
難
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
六
・
八
％
、
一
二
・
八
％
と
少

な
い
。
逆
に
、「
通
院
治
療
し
な
が
ら
な
ら
、

日
常
生
活
を
送
れ
る
」「
通
院
治
療
し
な
が
ら

で
も
、
日
常
生
活
を
送
る
の
が
困
難
」
で
は
、

「
三
年
以
上
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
一
・
六
％
、

五
九
・
〇
％
と
、
程
度
が
悪
化
す
る
ほ
ど
長

期
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
７
）。

七
割
強
が
休
職
も
通
院
も
せ
ず
に

就
業
を
継
続

　

雇
用
者
と
し
て
働
い
て
い
る
と
き
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
な
っ
た
人
が
、
そ
の
後
、

職
場
で
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か

を
み
る
と
、「
休
職
も
通
院
治
療
も
せ
ず
に
働

い
て
い
る
」人
の
割
合
が
七
二
・
〇
％
と
も
っある ない 無回答
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図表５ 就業者のメンタルヘルス不調経験（週実労働時間別）
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図表４ 就業者のメンタルヘルス不調経験（雇用形態別）
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図表３ 就業者のメンタルヘルス不調経験（産業別）



特集―日本人の働き方はどうなっているのか

Business Labor Trend 2014.12

16

と
も
高
く
、次
い
で
、「
休
職
せ
ず
退
職
し
た
」

人
が
八
・
六
％
、「
休
職
せ
ず
に
、
通
院
治
療

し
な
が
ら
働
い
て
い
る
」
人
が
八
・
三
％
「
休

職
を
経
て
退
職
し
た
」
人
が
三
・
二
％
、「
休

職
を
経
て
復
職
し
て
い
る
」
人
が
二
・
九
％
、

「
休
職
を
経
て
復
職
後
、
退
職
し
た
」
人
が

一
・
五
％
、「
休
職
、
復
職
を
繰
り
返
し
て
い

る
」
人
が
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
の
人
が
休
職
も
通
院
治
療
も
せ
ず
に
働

き
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
退
職
し
た
人

（「
休
職
せ
ず
退
職
し
た
」「
休
職
を
経
て
退

職
し
た
」「
休
職
を
経
て
復
職
後
、退
職
し
た
」

の
合
計
）
も
一
三
・
三
％
と
一
割
を
超
え
て

お
り
、
少
な
く
な
い
（
図
表
８
）。

パ
ー
ト
は
通
院
治
療
し
な
が
ら
働
く

　

こ
れ
を
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
が
生
じ

た
と
き
の
就
業
形
態
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ

の
就
業
形
態
で
も
「
休
職
も
通
院
も
せ
ず
に

働
い
て
い
る
」
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
が
、

結
局
退
職
し
て
し
ま
っ
た
割
合
を
み
る
と
、

正
規
従
業
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
一
二
・

五
％
、
一
〇
・
九
％
と
約
一
割

な
の
に
対
し
て
、
派
遣
労
働
者
、

契
約
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
七
・
三
％
、
二
一
・

六
％
、
二
〇
・
〇
％
と
二
割
を
超
え
て
い
る

の
が
目
立
つ
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
、「
休

職
せ
ず
に
、
通
院
治
療
し
な
が
ら
働
い
て
い

る
」
割
合
が
他
の
就
業
形
態
と
比
べ
て
若
干

高
く
出
て
お
り
（
一
〇
・
一
％
）、
治
療
と

職
業
生
活
を
両
立
さ
せ
る
必
要
か
ら
（
通
院

し
な
が
ら
）
働
き
続
け
ら
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
を
選
択
し
た
人
が
い
る
よ
う
だ
（
図
表

８
）。

　

結
局
、
退
職
し
た
人
を
性
・
年
代
別
に
見

る
と
、
男
女
と
も
六
〇
代
の
割
合
が
も
っ
と

も
高
く
、
女
性
六
〇
代
で
三
四
・
六
％
、
男

性
六
〇
代
で
二
四
・
〇
％
。
次
い
で
、
女
性

二
〇
代
（
一
八
・
三
％
）、
男
性
三
〇
代
（
一

六
・
二
％
）、
女
性
四
〇
代
（
一
五
・
〇
％
）、

女
性
三
〇
代
（
一
一
・
七
％
）、
男
性
二
〇

代
（
九
・
五
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
逆

に
、「
休
職
せ
ず
に
、
通
院
治
療
し
な
が
ら
働

76.5 16.2 
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無回答

図表 6 メンタルヘルス不調の程度（n=1174）
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8.4 

7.7 

19.5 
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41.6 

59.0 
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全体(n=1174)

通院治療なしでも日常生活を送れる(n=898)

通院治療で日常生活を送れる(n=190)

通院治療でも日常生活を送るのが困難(n=39)

半年未満 半年以上１年未満 １年以上２年未満 ２年以上３年未満 ３年以上

図表７ メンタルヘルスの不調期間（不調の程度別）

図表８ メンタルヘルス不調者のその後の状況 
（性・年代別、不調時に雇われて働いていた者のみ）

休職も
通院治療も

せずに
働いている

休職せず
通院治療
しながら

働いている

休職、復職
をくり返し

ている

休職を経て
復職して

いる

休職を経て
復職後、
退職した

休職を経て
退職した

休職せずに
退職した 退職（計）

全体（n=894） 72.0 8.3 1.1 2.9 1.5 3.2 8.6 13.3 

正規従業員 73.3 8.8 1.0 2.4 1.8 3.2 7.6 12.5 

パート 71.0 10.1 0.7 5.1 0.0 2.9 8.0 10.9 

アルバイト 68.9 2.2 4.4 2.2 2.2 4.4 13.3 20.0 

派遣会社の派遣社員 50.0 0.0 4.5 4.5 0.0 9.1 18.2 27.3 

契約社員 68.6 5.9 0.0 2.0 2.0 2.0 17.6 21.6 

嘱託 80.0 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

図表９ メンタルヘルス不調者のその後の状況（就業形態別）

休職も
通院治療も

せずに
働いている

休職せず
通院治療
しながら

働いている

休職、復職
をくり返し

ている

休職を経て
復職して

いる

休職を経て
復職後、
退職した

休職を経て
退職した

休職せずに
退職した 退職（計）

全体（n=894） 72.0 8.3 1.1 2.9 1.5 3.2 8.6 13.3 

男性・20 代 82.5 4.8 1.6 1.6 4.8 0.0 4.8 9.5 

男性・30 代 71.4 9.5 0.0 1.9 2.9 2.9 10.5 16.2 

男性・40 代 79.0 8.0 2.0 3.0 2.0 3.0 2.0 7.0 

男性・50 代 73.5 8.4 2.4 3.6 1.2 1.2 7.2 9.6 

男性・60 代 44.0 12.0 0.0 12.0 12.0 8.0 4.0 24.0 

女性・20 代 75.2 2.8 1.8 1.8 0.0 3.7 14.7 18.3 

女性・30 代 69.5 9.4 1.6 3.1 0.0 3.9 7.8 11.7 

女性・40 代 68.7 8.8 0.7 4.1 0.7 4.1 10.2 15.0 

女性・50 代 73.1 13.0 0.0 1.9 0.0 1.9 6.5 8.3 

女性・60 代 57.7 3.8 0.0 0.0 0.0 11.5 23.1 34.6 

単位：％

単位：％
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い
て
い
る
」
人
を
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、

女
性
五
〇
代
で
一
三
・
〇
％
、
男
性
六
〇
代

で
一
二
・
〇
％
、
男
性
三
〇
代
で
九
・
五
％
、

女
性
三
〇
代
で
九
・
四
％
、
女
性
四
〇
代
で

八
・
八
％
、
男
性
五
〇
代
で
八
・
四
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
９
）。

業
務
や
職
場
の
人
間
関
係
に 

関
す
る
支
援
を

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
発
症
し
た
後
で

も
、
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
職
場
で
ど
ん
な
支
援
策
が
求
め
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
雇
用
者
と
し
て
働
い
て
い
る

と
き
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
な
っ
た
人

に
、
希
望
す
る
支
援
策
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
業
務
内
容
や
業
務
量
へ
の
配
慮
」
を
あ
げ

る
割
合
が
四
二
・
三
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

次
い
で
「
職
場
の
同
僚
や
上
司
と
の
人
間
関

係
を
考
慮
し
た
配
置
」（
三
四
・
九
％
）、「
上

司
や
同
僚
に
よ
る
日
常
的
な
声
が
け
」（
二

九
・
六
％
）、「
人
事
労
務
担
当
者
や
上
司
に

よ
る
定
期
的
な
面
談
」（
一
九
・
六
％
）、「
業

務
遂
行
時
に
お
け
る
上
司
や
同
僚
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
」（
一
九
・
六
％
）、「
短
時
間
勤
務
や

残
業
・
交
代
勤
務
の
制
限
な
ど
就
業
上
の
配

慮
」（
一
七
・
四
％
）、「
病
気
休
職
制
度
」（
一

一
・
五
％
）、「
産
業
医

や
専
門
担
当
者
に
よ
る

定
期
的
な
面
談
、
助

言
」（
一
一
・
二
％
）、「
専

門
の
外
部
相
談
機
関

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
活
用
し

た
ケ
ア
」（
七
・
三
％
）、

「
休
業
期
間
中
の
不
安

を
軽
減
す
る
た
め
の
情

報
提
供
」（
六
・
九
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
10
）。

勤
務
先
か
ら
受
け
た
退
職
勧
奨
等
の
実
態

　
　

 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
第
二
回
日
本
人
の
就
業
実
態
に
関
す
る
総
合
調
査
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

内
藤
　
忍

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
二
〇
一
四
年
一
～

二
月
、「
第
二
回
日
本
人
の
就
業
実
態
に
関

す
る
総
合
調
査
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

特
別
テ
ー
マ
と
し
て
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
一
環
で
、

い
わ
ゆ
る
「
追
い
出
し
部
屋
」
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
退
職
勧
奨
等
に
関
す
る
設
問
を

設
け
た
。
結
果
に
つ
い
て
以
下
簡
単
に
紹

介
す
る
。

　

過
去
五
年
以
内
に
勤
務
先
の
会
社
か
ら

受
け
た
退
職
勧
奨
等
の
行
為
に
つ
い
て
は

（
複
数
回
答
）、「
意
に
沿
わ
な
い
配
転
・
出

向
命
令
を
受
け
た
」
が
二
六
一
人
（
六
・

四
％
）
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
人

事
評
価
を
下
げ
ら
れ
た
り
、
降
格
・
減
給

さ
れ
た
」
が
二
〇
四
人
（
五
・
〇
％
）、「
希

望
退
職
等
に
応
じ
る
よ
う
、
退
職
勧
奨
を

受
け
た
」
が
一
五
八
人
（
三
・
九
％
）、「
退

職
に
向
け
て
職
探
し
を
す
る
よ
う
命
じ
ら

れ
た
」
が
六
一
人
（
一
・
五
％
）、「
単
純
労

働
の
み
を
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

が
五
四
人
（
一
・
三
％
）、「
仕
事
を
全
く
与

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
が
四
〇
人
（
一
・

〇
％
）、「
業
務
遂
行
に
必
要
な
仕
事
の
道
具

を
取
り
上
げ
ら
れ
た
」
が
三
四
人
（
〇
・

八
％
）、「
教
育
研
修
な
ど
を
名
目
と
し
て
特

定
の
部
署
に
異
動
さ
せ
ら
れ
た
」
が
二
四

人
（
〇
・
六
％
）、「
社
内
公
募
制
に
応
募
し

て
、
他
部
署
で
仕
事
を
探
す
よ
う
命
じ
ら

れ
た
」
が
一
二
人
（
〇
・
三
％
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
教
育
研
修
な
ど
を
名
目
と
し
て

特
定
の
部
署
に
異
動
さ
せ
ら
れ
た
」
に
つ

い
て
、「
希
望
退
職
等
に
応
じ
る
よ
う
、
退

職
勧
奨
を
受
け
た
」
と
と
も
に
回
答
し
た

人
は
九
人
（
〇
・
二
％
）、「
意
に
沿
わ
な
い

配
転
・
出
向
命
令
を
受
け
た
」
と
と
も
に

回
答
し
た
人
は
一
八
人（
〇
・
四
％
）で
あ
っ

た
。
ま
た
、
特
定
の
部
署
へ
の
異
動
の
二

四
人
中
一
七
人
が
三
つ
以
上
の
行
為
に
「
は

い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

退
職
勧
奨
等
の
行
為
を
一
つ
以
上
受
け

て
い
る
と
回
答
し
た
人
の
性
別
は
、
男
性

二
三
八
人
（
六
六
・
一
％
）、
女
性
一
二
二

人
（
三
三
・
九
％
）
で
あ
り
、
全
回
答
者

の
性
別
と
比
較
す
る
と
、
男
性
が
行
為
を

受
け
る
比
率
が
相
当
程
度
高
い
。
年
齢
に

つ
い
て
全
回
答
者
の
年
齢
層
と
比
較
す
る

と
、
行
為
を
受
け
た
と
回
答
し
た
人
は
と

く
に
五
〇
歳
代
前
半
が
多
く
、
次
に
そ
の

前
後
の
四
〇
歳
代
前
半
、
五
〇
歳
代
後
半
、

四
〇
歳
代
後
半
あ
た
り
で
多
く
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
二
〇
歳
代
前
半
や
六
〇
歳
代

前
半
は
相
対
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
に
つ
い
て
、
全
回
答
者
の
業
種
割

合
と
比
較
す
る
と
、
製
造
業
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
他
に
、
情
報
通
信
業
、
運
輸
業
・

郵
送
業
、
建
設
業
、
不
動
産
業
・
物
品
賃

貸
業
、
公
務
等
で
、
全
回
答
者
割
合
よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
。
職
種
に
つ
い
て
い
え
ば
、

何
ら
か
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
人
は
、
行

為
を
受
け
た
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

雇
用
形
態
で
み
る
と
、
行
為
を
受
け
た
人

は
正
社
員
が
約
一
五
ポ
イ
ン
ト
も
多
く
、

非
正
規
社
員
が
少
な
い
。
そ
し
て
、
行
為

を
受
け
た
人
は
勤
続
年
数
五
年
未
満
の
場

合
が
少
な
く
、
五
年
を
過
ぎ
る
と
多
い
。

　

企
業
規
模
に
つ
い
て
、
全
回
答
者
の
割

合
と
比
較
す
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の

大
規
模
企
業
で
行
為
を
受
け
る
人
が
多
い
。

三
〇
人
以
上
三
〇
〇
人
未
満
の
企
業
に
お

い
て
も
行
為
を
受
け
る
人
は
少
な
く
な
い
。

一
方
、
三
〇
人
未
満
の
企
業
に
お
い
て
は

か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

図表 10 メンタルヘルス不調でも働き続けられるように
希望する支援策（n=894）
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6.9 
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業務内容や業務量への配慮

同僚や上司の人間関係を考慮した配置
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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、「
第
二
回
日
本
人
の
就
業
実
態

に
関
す
る
総
合
調
査
」（
以
下
、
就
業
実
態
調

査
と
表
記
）
の
い
じ
め
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
設
問
に
焦
点
を
当
て
る（
１
）。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
や
欧
州
で
実
施

さ
れ
て
き
た
調
査
研
究
な
ど
と
の
比
較
を
行

い
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
職
場
の
い
じ
め

の
現
状
や
、
今
後
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
課

題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

Ⅱ　

就
業
実
態
調
査
に
お
け
る 

い
じ
め
の
測
定
方
法

　

職
場
の
い
じ
め
の
実
態
や
被
害
経
験
率
を

適
切
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
設
問
を
工
夫

す
る
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え

ば
、
業
種
や
雇
用
形
態
に
つ
い
て
は
「
あ
な

た
の
業
種（
働
き
方
）を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
設
問
で
測
定
が
で
き
る
が
、
い
じ

め
に
つ
い
て
は
「
あ
な
た
は
職
場
で
い
じ
め

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
で
は
適
切

な
設
問
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人

に
よ
っ
て
い
じ
め
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
異

な
る
可
能
性
や
、
暴
言
な
ど
が
日
常
的
に
生

じ
て
い
る
職
場
で
は
そ
れ
を
い
じ
め
と
認
識

し
な
い
可
能
性
な
ど
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
二
種
類
の
方
法

に
よ
り
職
場
の
い
じ
め
の
測
定
が
試
み
ら
れ

て
き
た
。
一
つ
目
の
方
法
は
、
い
じ
め
の
定

義
を
呈
示
し
て
測
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
職
場
の
い
じ
め
の
定
義
は
存
在
し

な
い
が
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
職
場
の
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
」

で
は
、「
同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職

務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の

優
位
性
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を

超
え
て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る

又
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」
と
し

て
概
念
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
「
職
場

の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
調

査
」（
以
下
、
厚
労
省
調
査
と
表
記
）
で
は
、

こ
の
概
念
を
呈
示
し
た
後
に
、
い
じ
め
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る

（
２
）。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
調
査
回
答
者

に
職
場
の
い
じ
め
の
概
念
を
正
確
に
読
み
、

自
分
の
経
験
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
判
断
す

る
と
い
う
ス
キ
ル
を
要
求
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
概
念
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
適
切
な
回
答
が
な
さ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
。

　

二
つ
目
の
方
法
は
、
い
じ
め
の
行
為
表
を

用
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
に
欧
州

に
お
い
て
こ
の
測
定
方
法
が
比
較
的
多
く
用

い
ら
れ
て
き
た
。
い
じ
め
の
行
為
表
と
は
、

「
陰
口
や
噂
を
広
め
ら
れ
た
」、「
怒
鳴
ら
れ

た
り
、
暴
言
を
は
か
れ
た
」、「
無
理
な
指
示

や
締
め
切
り
を
与
え
ら
れ
た
」
な
ど
、
職
場

に
お
け
る
否
定
的
言
動
が
並
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
対
し
て
「
一
度
も
な

か
っ
た
」か
ら「
週
に
一
度
以
上（
あ
っ
た
）」

と
い
う
選
択
肢
を
設
け
、
否
定
的
言
動
を
受

け
た
頻
度
を
測
定
す
る
。
そ
し
て
、
欧
州
で

は
「
六
カ
月
以
上
に
渡
り
、
週
に
一
度
以
上

の
否
定
的
言
動
を
受
け
た
場
合
」
を
い
じ
め

被
害
と
し
、「
期
間
」
と
「
頻
度
」
に
よ
っ
て

職
場
の
い
じ
め
を
客
観
的
に
測
定
し
て
き
た

（
３
）。
こ
の
よ
う
に
客
観
的
に
い
じ
め
被
害

者
を
定
義
す
る
こ
と
を
「
操
作
的
基
準
」
と

呼
ぶ
。
そ
し
て
、
就
業
実
態
調
査
で
も
先
行

研
究
を
参
考
に
否
定
的
言
動
に
関
す
る
一
九

項
目
を
設
け
、
職
場
の
い
じ
め
を
測
定
す
る

こ
と
を
試
み
た
。

Ⅲ　

職
場
の
い
じ
め
の
被
害
経
験
率

　

就
業
実
態
調
査
で
は
欧
州
の
調
査
よ
り
も

若
干
長
め
の
期
間
を
と
り
、「
過
去

一
年
間
に
渡
り
、
週
に
一
度
以
上

の
否
定
的
言
動
を
受
け
た
労
働

者
」
を
「
い
じ
め
被
害
者
」
と
定

義
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
効
回
答

数
三
六
三
四
人
の
う
ち
週
に
一
度

以
上
の
否
定
的
言
動
を
受
け
て
い

た
の
は
七
・
一
％
で
あ
っ
た
。
図

１
に
被
害
経
験
の
多
か
っ
た
上
位

一
〇
項
目
を
示
す
。
も
っ
と
も
多

か
っ
た
行
為
は
「
怒
鳴
ら
れ
た
り

暴
言
を
は
か
れ
た
」
で
あ
り
、
一

五
・
四
％
の
労
働
者
が
少
な
く
と

も
一
度
以
上
の
被
害
を
受
け
て
い

た
。
ま
た
、「
仕
事
上
で
必
要
な
情

報
を
も
ら
え
な
い
」（
一
三
・
七
％
）、

「
陰
口
や
噂
を
広
め
ら
れ
た
」（
一

三
・
一
％
）
な
ど
の
行
為
も
比
較

的
多
く
み
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
同
様
の
測
定
方
法
を

用
い
た
日
本
で
の
先
行
研
究
を
み

る
と
、T

suno et al. 

（
二
〇
一

〇
）
は
関
東
の
自
治
体
職
員
一
六

二
六
人
に
対
し
て
調
査
を
実
施
し
、

過
去
六
カ
月
で
の
被
害
経
験
率
は

九
・
〇
％
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た（
４
）。
ま
た
、

T
akaki et al. 

（
二
〇
一
〇
）
は
海
洋
工
業

企
業
の
従
業
員
五
一
七
人
に
対
し
て
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
六
カ
月
で
の
被
害

経
験
率
は
一
五
・
五
％
で
あ
っ
た（
５
）。
よ
っ

て
、
日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
と
比
較
す
る

と
、
就
業
実
態
調
査
の
被
害
経
験
率
は
若
干

低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
欧
州
の
大
規

模
調
査
を
み
る
と
、
ド
イ
ツ
で
は
二
・
九
％
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
一
・
九
％
、
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
八
・
五
％
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
四
・
一
％
、

イ
ギ
リ
ス
は
一
・
四
％
な
ど
の
被
害
経
験
率

が
報
告
さ
れ
て
い
る（
６
）。
そ
の
た
め
、
欧

図 1 　いじめの行為（N=3,620）
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容姿や私生活への気にさわる発言
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注) 上位10項目のみ記載

就
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州
の
調
査
と
比
較
し
た
場
合
に
は
、
日
本
の

被
害
経
験
率
は
高
い
と
も
低
い
と
も
言
え
ず
、

平
均
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
就
業
実
態
調
査
で
は
「
あ
な
た

は
自
分
が
職
場
で
い
じ
め
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
受

け
た
と
感
じ
ま
し
た
か
」
と
い
う
主
観
的
被

害
経
験
も
尋
ね
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
有
効

回
答
数
三
六
三
四
人
の
う
ち
過
去
一
年
間
で

「
い
じ
め
を
受
け
た
」
と
回
答
し
た
の
は
一

二
・
二
％
で
あ
っ
た
。
厚
労
省
調
査
（
二
〇

一
二
）
を
み
る
と
、
全
国
の
従
業
員
九
〇
〇

〇
名
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

過
去
三
年
間
で
の
主
観
的
な
被
害
経
験
率
は

二
五
・
三
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
就
業

実
態
調
査
の
主
観
的
被
害
経
験
率
は
先
行
研

究
よ
り
や
や
高
い
数
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
日
本
で
は
週
に
一
度

以
上
の
頻
度
で
行
為
を
受
け
て
い
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
主
観
的
に
は
「
い
じ
め
を
受

け
た
」
と
感
じ
る
労
働
者
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
一
つ

ひ
と
つ
の
行
為
が
深
刻
で
あ
る
可
能
性
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
深
刻
な
い
じ
め
行
為
は
人

権
侵
害
に
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

今
後
重
点
的
に
予
防
や
対
策
を
試
み
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

Ⅳ　

い
じ
め
被
害
者
の
雇
用
形
態

　

厚
労
省
調
査
（
二
〇
一
二
）
で
は
、
正
規

労
働
者
（
男
性
二
六
・
八
％
・
女
性
二
九
・

〇
％
）の
方
が
非
正
規
労
働
者（
男
性
二
〇
・

九
％
・
女
性
一
九
・
三
％
）
よ
り
も
被
害
経

験
率
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
既

述
の
と
お
り
、
厚
労
省
調
査
（
二

〇
一
二
）
は
労
働
者
の
主
観
的
判

断
に
基
づ
き
い
じ
め
被
害
を
測
定

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
正
規
労

働
者
は
い
じ
め
に
関
す
る
研
修
を

受
け
て
お
り
、
知
識
が
豊
富
で
あ

る
た
め
、
自
分
の
受
け
た
行
為
を
い
じ
め
で

あ
る
と
判
断
し
や
す
い
な
ど
、
他
の
要
因
が

結
果
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
否
定
的
言
動
の
頻
度
に
よ
っ
て
雇
用

形
態
と
被
害
経
験
率
の
関
連
を
検
討
す
る
就

業
実
態
調
査
で
は
、
少
な
く
と
も
一
つ
以
上

の
行
為
を
受
け
た
労
働
者
一
二
九
四
名
に
対

し
て
、
行
為
を
受
け
た
時
の
雇
用
形
態
を
尋

ね
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
正
規
労
働
者
の
被

害
経
験
率
は
一
九
・
四
％
、
非
正
規
労
働
者

の
被
害
経
験
率
は
二
一
・
五
％
で
あ
っ
た（
表

１
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
雇
用
形
態
に
応
じ

て
否
定
的
行
為
を
受
け
る
頻
度
に
大
き
な
差

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
厚
労

省
調
査
（
二
〇
一
二
）
と
は
異
な
り
、
正
規

労
働
者
の
方
が
非
正
規
労
働
者
よ
り
も
い
じ

め
を
受
け
て
い
る
と
い
う
実
態
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
非
正
規
労
働
者
は
雇
用

が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
起
因
し
た

い
じ
め
を
受
け
や
す
い
と
い
う
状
況
も
見
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
厚
労
省
調
査
（
二
〇
一
二
）
を

み
る
と
、
管
理
職
の
被
害
経
験
率
が
三
一
・

一
％
と
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

部
下
が
上
司
を
い
じ
め
る
と
い
う
「
逆
パ
ワ

ハ
ラ
」
の
存
在
を
示
唆
す
る
数
値
で
あ
る
と

解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
厚

労
省
調
査
（
二
〇
一
二
）
は
主
観
的
判
断
に

基
づ
き
い
じ
め
を
測
定
し
て
い
る
た
め
、
管

理
職
は
い
じ
め
に
関
す
る
研
修
を
一
般
社
員

よ
り
も
受
講
す
る
機
会
が
多
く
、
知
識
が
豊

富
で
あ
る
た
め
、
自
分
の
受
け
た
行
為
を
い

じ
め
で
あ
る
と
判
断
し
や
す
い
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
否
定
的
言
動
の
頻

度
に
よ
っ
て
役
職
有
無
と
被
害
経
験
率
の
関

連
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
比
較

が
可
能
と
な
る
。
分
析
対
象
は
現
在
勤
め
て

い
る
会
社
で
否
定
的
行
為
を
受
け
た
九
一
〇

人
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
役
職
な
し
の
被

害
経
験
率
は
一
九
・
五
％
、
役
職
あ
り
の
被

害
経
験
率
は
一
四
・
二
％
で
あ
り
、
役
職
に

つ
い
て
い
な
い
労
働
者
の
方
が
管
理
職
よ
り

も
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と

が
わ
か
る
（
表
２
）。
よ
っ
て
、
今
回
の
調

査
か
ら
は
、
管
理
職
は
部
下
か
ら
「
逆
パ
ワ

ハ
ラ
」
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
い
じ

め
を
受
け
や
す
い
と
い
う
実
態
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。

図 2　いじめがメンタルヘルスに与える影響（全体：N=1,286、被害者：N=252）

表 1　雇用形態と被害経験のクロス集計表（N=1,165）

表 2　役職有無と被害経験のクロス集計表（N=910）

31.3%

31.7%

35.7%

42.5%

55.6%

16.9%

18.0%

19.8%

25.2%

31.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

胃腸の調子が悪くなった

コミュニケーションを取れなくなった

仕事に集中できなくなった

慢性的な疲れを感じるようになった

退職・転職を考えるようになった

全体

被害者

注）上位5項目のみ記載
　　被害の有無は操作的基準に基づく

被害なし 被害あり

正規労働者
80.6%

（N=613）
19.4%

（N=148）
100%

（N=761）

非正規労働者
78.5%

（N=317）
21.5%

（N=87）
100%

（N=404）

79.8%
（N=930）

20.2%
（N=235）

被害なし 被害あり

役職なし
80.5%

（N=545）
19.5%

（N=132）
100%

（N=677）

役職あり
85.8%

（N=200）
14.2%

（N=33）
100%

（N=233）

81.9%
（N=745）

18.1%
（N=165）

注）�非正規労働者とは、パート・アルバイト、派遣社員、契約社員・
嘱託社員に該当する労働者を指す

　　被害の有無は操作的基準に基づく

注）�役職ありとは、監督・職長・班長・組長クラス、係長クラス、課長
クラス、部長クラスに該当する労働者を指す

　　被害の有無は操作的基準に基づく
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Ⅴ　

い
じ
め
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
与
え
る
影
響

　

職
場
の
い
じ
め
が
引
き
起
こ
す
も
っ
と
も

大
き
な
問
題
の
一
つ
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
の
悪
影
響
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
少
な
く

と
も
一
つ
の
否
定
的
言
動
を
受
け
た
一
二
八

六
人
を
対
象
に
、
否
定
的
行
為
が
労
働
者
の

健
康
状
態
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
か
を
検
討
し
た
。
回
答
率
が
高
か
っ
た
上

位
五
項
目
を
図
２
に
示
す
。
も
っ
と
も
多

か
っ
た
回
答
は
、「
退
職
・
転
職
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
で
あ
り
、
全
体
で
は
三
一
・

四
％
、
被
害
者
の
み
に
限
定
す
る
と
五
五
・

六
％
が
い
じ
め
に
よ
り
退
職
や
転
職
を
考
え

て
い
た
。
ま
た
、「
慢
性
的
な
疲
れ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
」（
全
体
二
五
・
二
％
、
被
害

者
四
二
・
五
％
）、「
仕
事
に
集
中
で
き
な
く

な
っ
た
」（
全
体
一
九
・
八
％
、
被
害
者
三
五
・

七
％
）
な
ど
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

な
回
答
も
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
職
場

の
い
じ
め
は
労
働
者
だ
け
で
な
く
企
業
に

と
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
あ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
項
目
に
お
い

て
、
週
に
一
度
以
上
の
否
定
的
行
為
を
受
け

て
い
る
被
害
者
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調

を
感
じ
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
就
業
実
態
調
査
で
は
い
じ
め
が

原
因
で
実
際
に
退
職
・
休
職
し
た
か
ど
う
か

も
尋
ね
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
い
じ
め
に
よ

り
退
職
し
た
の
は
全
体
一
二
三
二
人
の
う
ち

四
・
二
％
で
あ
り
、
被
害
者
二
五
二
人
に
限

定
す
る
と
一
二
・
七
％
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、

厚
労
省
調
査
（
二
〇
一
二
）
で
も
い
じ
め
被

害
者
の
一
三
・
五
％
が
退
職
し
て
い
た
。
労

働
者
の
退
職
は
人
材
育
成
や
採
用
の
面
で
企

業
に
と
っ
て
コ
ス
ト
と
な
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
今
後
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
結
果
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
い
じ
め
が

原
因
で
休
職
を
し
た
労
働
者
は
全
体
で
二
・

六
％
、
被
害
者
で
六
・
七
％
で
あ
り
、
退
職

よ
り
も
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
厚
労
省

調
査
（
二
〇
一
二
）
で
は
、
い
じ
め
被
害
者

が
休
職
を
し
た
割
合
は
五
・
四
％
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
就
業
実
態
調
査
で
は
合
計
休
職
日

数
を
尋
ね
て
お
り
、
そ
の
平
均
は
五
〇
・
四

四
日
で
あ
っ
た
。

Ⅵ　

い
じ
め
を
受
け
た
後
の
行
動

と
そ
の
対
応

　

厚
労
省
調
査
（
二
〇
一
二
）
や
全
国
自
治

団
体
労
働
組
合
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
「
自

治
労
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
一
〇
万
人
実

態
調
査
」（
以
下
、
自
治
労
調
査
と
表
記
）
で

は
、
い
じ
め
へ
の
対
処
と
し
て
「
と
く
に
何

も
し
な
か
っ
た
」（
厚
労
省
調
査
四
六
・
七
％
、

自
治
労
調
査
四
二
・
四
％
）
と
い
う
労
働
者

が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（
７
）。
就
業

実
態
調
査
の
結
果
、
労
働
者
の
い
じ
め
へ
の

対
処
の
上
位
五
項
目
を
図
３
に
示
す
。
一
二

八
六
人
の
う
ち
、「
と
く
に
何
も
し
な
か
っ

た
」
の
は
三
九
・
〇
％

で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
先

輩
・
同
僚
に
相
談
し

た
」（
三
九
・
七
％
）
と

い
う
回
答
も
比
較
的
多

く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

図
に
は
記
載
し
て
い
な

い
が
、「
社
内
の
相
談
窓

口
」（
二
・
九
％
）
や
「
社

内
の
労
働
組
合
」（
三
・

〇
％
）
に
相
談
し
た
と

す
る
割
合
は
低
く
、
相

談
機
関
が
あ
ま
り
利
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
欧
州
の
研

究
で
は
、
被
害
者
が
個

人
で
い
じ
め
を
解
決
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
が
い
じ
め
の
解
決

に
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た

（
８
）。
そ
の
た
め
、
被
害
を
受
け
た
場
合
に

相
談
し
や
す
い
機
関
の
整
備
を
行
う
こ
と
は
、

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
相
談
を
受
け
た
相
手
や
機
関
が
、

被
害
者
の
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
司
が
い

じ
め
を
改
善
す
る
た
め
の
対
応
を
し
て
く
れ

な
い
な
ら
、
上
司
に
相
談
を
し
た
利
点
が
な

い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め

に
、
就
業
実
態
調
査
で
は
「
相
談
後
に
相
手

が
被
害
者
の
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
し
て

く
れ
た
か
ど
う
か
」
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
の

結
果
を
一
部
抜
粋
し
た
も
の
を
表
３
に
示
す
。

上
司
（
六
七
・
〇
％
）
や
先
輩
・
同
僚
（
六

三
・
五
％
）
な
ど
は
被
害
者
の
相
談
に
対
し

て
何
ら
か
の
対
応
を
行
っ
て
く
れ
る
割
合
が

比
較
的
高
い
一
方
で
、
社
内
相
談
窓
口
（
二

四
・
三
％
）
や
担
当
部
署
（
二
五
・
五
％
）、

労
働
組
合
（
二
七
・
〇
％
）
に
相
談
を
し
た

場
合
に
は
、
対
応
し
て
く
れ
る
割
合
が
低
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
と
上
記

の
結
果
を
合
わ
せ
る
と
、
職
場
の
い
じ
め
を

受
け
た
場
合
に
労
働
者
が
相
談
機
関
を
利
用

し
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
相
談
機
関
が

十
分
な
対
応
を
し
て
く
れ
な
い
と
感
じ
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
社
内
の
相

談
機
関
を
整
備
す
る
場
合
に
は
、
い
じ
め
被

害
者
へ
の
対
応
を
改
善
す
る
必
要
性
が
示
唆

さ
れ
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
労
働
者
が

自
分
か
ら
相
談
し
な
く
て
も
、
職
場
内
で
気

に
か
け
て
く
れ
る
上
司
や
同
僚
が
い
る
こ
と

で
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
、
い
じ
め
が

解
決
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
就

業
実
態
調
査
で
は
い
じ
め
に
つ
い
て
「
職
場

図 3　いじめへの対処行動（N=1,286）

表 3　相談後の対応の割合

表 4　企業の取り組みといじめ状況の改善の 
クロス集計表 （N=949）

4.7%

4.9%

18.5%

39.0%

39.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

行為者に直接抗議・交渉した

社長・役員に相談した

上司に相談した

とくに何もしなかった

先輩・同僚に相談した

注）上位 5 項目のみ記載

注）社内の相談先のみ抜粋

注）�「取り組みを実施していない」には、企業が取り組みを実施して
いるかどうか「わからない」という回答も含まれる
いじめ状況が「改善しなかった」には、「悪化した」という回答
も含まれる

対応あり

（人数）
対応なし

（人数）
対応割合

（%）
上司 156 77 67.0%

先輩・同僚 315 181 63.5%
社長・役員 22 40 35.5%

人事等担当部署 13 38 25.5%
社内相談窓口 9 28 24.3%
社内労働組合 10 27 27.0%

改善した 改善しなかった
取り組み

実施
29.2%

（N=75）
70.8%

（N=182）
100%

（N=257）
取り組み
実施せず

23.1%
（N=160）

76.9%
（N=532）

100%
（N=692）

24.8%
（N=235）

75.2%
（N=714）
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内
で
気
に
か
け
た
り
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
く
れ
る
人
」
が
い
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
て

い
る
。
そ
の
結
果
、「
先
輩
や
同
僚
」（
五
二
・

五
％
）、「
上
司
」（
一
七
・
七
％
）
な
ど
は
被

害
を
受
け
た
従
業
員
を
気
に
か
け
て
い
る
割

合
は
比
較
的
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か

し
、
相
談
と
同
様
に
、「
労
働
組
合
の
関
係

者
」（
一
・
六
％
）
な
ど
が
い
じ
め
被
害
者
に

対
す
る
気
に
か
け
を
行
う
割
合
は
低
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

Ⅶ　

い
じ
め
状
況
の
改
善
と
企
業

の
取
り
組
み

　

い
じ
め
を
受
け
た
労
働
者
は
い
じ
め
行
為

の
終
了
や
状
況
の
改
善
を
望
ん
で
い
る
。
既

述
の
よ
う
に
、
被
害
者
個
人
が
い
じ
め
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
そ

の
場
合
に
は
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は

就
業
実
態
調
査
の
二
つ
の
設
問
を
用
い
て
、

企
業
の
取
り
組
み
が
い
じ
め
状
況
の
改
善
に

与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
い
じ
め

が
改
善
し
た
割
合
を
み
る
と
、
有
効
回
答
数

一
一
一
六
人
の
う
ち
い
じ
め
が
改
善
し
た
の

は
二
三
・
七
％
で
あ
り
、
悪
化
し
た
の
は
二
・

九
％
、
変
化
な
し
が
七
三
・
五
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
状
況
が
改
善
す
る
割
合
は

低
く
、
い
じ
め
行
為
は
持
続
的
な
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
企
業
が
い
じ
め

に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
二
五
・
九
％
が
実

施
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

企
業
の
取
り
組
み
は
い
じ
め
状
況
の
改
善
に

影
響
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め

に
、
ク
ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
た
（
表
４
）。

そ
の
結
果
、
企
業
が
い
じ
め
に
関
す
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
は
、
状
況
が

改
善
す
る
割
合
が
や
や
高
い（
二
九
・
二
％
）

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
企
業
の
取
り

組
み
は
い
じ
め
の
改
善
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。

Ⅷ　

ま
と
め

　

就
業
実
態
調
査
で
は
、
欧
州
の
先
行
調
査

を
参
考
に
、
職
場
の
い
じ
め
の
実
態
を
よ
り

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結

果
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
①
操

作
的
基
準
を
用
い
た
場
合
一
年
間
で
の
被
害

経
験
率
は
七
・
一
％
で
あ
り
、
主
観
的
基
準

を
用
い
た
一
二
・
二
％
よ
り
も
低
く
な
る
こ

と
。
②
雇
用
形
態
や
役
職
の
有
無
に
よ
り
、

い
じ
め
の
被
害
経
験
率
に
大
き
な
差
は
な
い

こ
と
。
③
否
定
的
言
動
を
頻
繁
に
受
け
て
い

る
労
働
者
ほ
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
不
調
を

感
じ
て
お
り
、
退
職
や
休
職
を
す
る
割
合
が

高
ま
る
こ
と
。
④
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
は

上
司
や
先
輩
・
同
僚
に
対
し
て
比
較
的
多
く

な
さ
れ
て
お
り
、
相
談
機
関
が
利
用
さ
れ
る

割
合
は
低
い
こ
と
。
⑤
相
談
機
関
を
利
用
し

た
場
合
で
も
、
被
害
者
に
と
っ
て
十
分
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
割
合
は
低
い
こ
と
。
⑥

企
業
が
い
じ
め
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
状
況
が
改
善
す
る
可

能
性
が
高
ま
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
今
後
企
業
が
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
い
じ
め
行
為
が
深

刻
化
す
る
前
に
い
じ
め
を
改
善
し
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
に
よ
る
休
職
や
退
職
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

特
に
、
頻
繁
に
い
じ
め
行
為
を
受
け
て
い
る

労
働
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
い

じ
め
行
為
を
持
続
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
企
業
が
管
理
職
等
に

研
修
を
行
う
こ
と
や
相
談
窓
口
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
相
談
後
の
対
応
が
改
善
さ
れ

た
り
、
被
害
者
へ
の
気
に
か
け
を
行
う
従
業

員
が
増
加
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

被
害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
い
じ
め
を
解
決
す
る
こ
と
が
容

易
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
企
業
の

具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
二
〇
一
二
）

に
多
数
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
９
）。

　

他
方
、
就
業
実
態
調
査
で
は
職
場
の
い
じ

め
に
関
す
る
労
働
組
合
の
役
割
に
は
あ
ま
り

焦
点
を
当
て
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
被

害
を
受
け
た
労
働
者
は
労
働
組
合
に
対
し
て

あ
ま
り
相
談
を
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
相
談

を
し
た
場
合
で
も
十
分
な
対
応
を
し
て
い
な

い
割
合
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
職
場
の

い
じ
め
は
個
別
的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
労
働
組
合
と
し
て
取
り

組
み
に
く
い
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

企
業
に
相
談
機
関
の
整
備
を
要
求
す
る
な
ど

労
働
組
合
が
担
う
役
割
も
存
在
す
る
。
ま
た
、

自
治
労
調
査
（
二
〇
一
〇
）
の
よ
う
に
、
労

働
組
合
が
独
自
に
い
じ
め
の
実
態
把
握
を
試

み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
今
後
労
使
が

一
体
と
な
り
、
職
場
の
い
じ
め
の
予
防
・
改

善
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
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ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

に
関
す
る
労
使
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
―
予
防
・
解
決
に
向

け
た
労
使
の
取
り
組
み
―
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
資
料
シ
リ
ー
ズ

№
100 〈

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

長
沼
裕
介
（
な
が
ぬ
ま
・
ゆ
う
す
け
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
フ
ェ
ロ
ー

早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学

中
。
駿
河
台
大
学
心
理
学
部
非
常
勤
講
師
。

最
近
の
主
な
著
作
に
「
厚
生
労
働
省
に
よ

る
パ
ワ
ハ
ラ
実
態
調
査
の
概
要
と
今
後
の

取
組
み
の
検
討
」
労
働
法
律
旬
報
一
七
九

一
号
（
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る


